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論文内容の要旨

本研究は気相分解黒鉛の構造性と生成機構について研究したものである。緒言，本文 5 章ならびに

総括よりなっている。

緒言では従来の結果をのべ，本研究の意義と目的を明らかにしている。

第 1 章では高温で生成された気体分解黒鉛について，系統的に予備考察を行なっている。

第 2 章は，主として，プロパンガスを使用して，気体分解黒鉛の生成と生成組織および、密度につい

て研究した結果をのべている。生成組織は温度，ガス圧等の生成条件によって 4 種類に分類されるこ

とを見出し 20000C 以上の高温で生成される Fine 構造のものは， 2.2g/cm3 の密度を示し ， 17000C 

附近の場合はガス圧により組織が変化することをのべ，これらの結果を一つの図にまとめている。

第 3 章は，気体分解黒鉛の構造性(面間距離，三次元配列性，結晶子の大きさ等)について研究し

た結果であって，構造を組織および密度と関係づけ系統的に記述している。

第 4 主主は気体分解黒鉛の生成機構について研究したものである。生成速度を測定し，生成の活性化

エネノレギーを求め，すでに述べた構造性と関連づけて生成の律速段階を考察している。すなわち，高

温では気相中におけるガス状の反応生成物の拡散段階が，また低圧低温では炭化水素ガスの脱水素反

応段階が生成速度を律速するといっている臼

第 5 章は，気相分解黒鉛の構造性におよほすガス圧および流形の影響についてのべたものである。

総括は以上の結果をまとめたものである。
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論文の審査結果の要旨

高い密度の得られる気相分解黒鉛は将来原子力工学， 宇宙工学等に重要な課題であるにかかわら

ず，ほとんど子をつけられなかった。著者は気相分解黒鉛の構造性，生成機構等について系統的に実

験を行い，気相分解黒鉛についての各種の現象を明確にしたことは，原子力材料の分野において貢献

するところが大きく，工学的にも工業的にも重要な意義をもつものである。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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